
「第９回神戸マラソン」開催結果 

 

神戸マラソンは、阪神・淡路大震災から復興を遂げた神戸の街を国内外に発信するとともに、

現在にいたるまで手を差し伸べていただいた方々に感謝の気持ちを伝える大会として開催してき

た。第９回神戸マラソンは震災 25年の節目を迎える年度にあたり、以下のとおり開催した。 

 

 

１ 開催日時  

2019年 11月 17日(日) 神戸市役所前スタート ９時 

 

２ 種目  

マラソン 42.195km（国際陸上競技連盟(IAAF)ブロンズラベル大会） 

 

３ 天候    

晴れ 16.5℃(９時)、 最高気温 19.0℃（13時） 

 

４ 出走者数等（速報値） 

出走者 20,320人(第８回：20,395人)   

完走者 19,448人(第８回：19,562人) 

完走率 95.7％(第８回：95.9％) 

 

５ 上位入賞者（男女３位まで）等の名前・記録 

男子①ジョフレイ クスロ (30)  2:08:46 【大会新記録】 (招待選手：ウガンダ)  

②エリウド バーンゲツニー (32)  2:12:23 【大会新記録】 (招待選手：ケニア)  

③坪内 淳一 (32)  2:14:05 (招待選手：黒崎播磨) 

※大会記録（第７回） 2:12:49 

女子①山口 遥 (32) 2:27:39 【大会新記録／MCC市民アワード】(招待選手：AC・KITA)  

②シセイ メセレット ゴラ (21) 2:31:30 【大会新記録】 (招待選手：エチオピア)  

③テスファネシュ メルガ (33) 2:31:43 (招待選手：エチオピア) 

※大会記録（第８回） 2:31:38 

   ラストスパートチャレンジ（35kmからフィニッシュまでの 7.195kmを最も速く走った男女各１人） 

    男子 金子 晃裕 (25)  23分 14秒 （男子総合７位 2:17:06） 

女子 山口 遥 (32)    25分 45秒 

 

６ 主な出場選手等 

(1)招待選手（男子 19人、女子 18人） 

 うちラベル資格選手男子７人、女子７人 

 

 

 

 

 

 



(2)ゲストランナー・エールランナー（７人） 

新宅 雅也 （1988 ソウル五輪マラソン出場） 3：46：00 

喜多 秀喜 （1980モスクワ五輪 5000m、10000m出場） 3：43：12 

森口 達也 （1980モスクワ五輪 5000m出場） 3：37：37 

渋谷 俊浩 （1988福岡国際マラソン優勝、加古川東高卒） 3：48：32 

樋口 紀子 （2011パタヤアジア選手権マラソン優勝） 3：11：32 

小林 祐梨子 （2008北京五輪 5000m出場、須磨学園高卒) 4：08：53 

赤羽 有紀子 （2008北京五輪 5000m、10000m出場） ※エールランナー 

(3)大会ゲスト、震災 25年特別ゲスト（３人） 

有森 裕子 （女子マラソン 1992バルセロナ五輪 銀、1996アトランタ五輪 銅) 

金 哲彦 （プロランニングコーチ、駅伝・マラソン解説者 ※ランナーとしても出走) 

大橋 未歩 （フリーアナウンサー ※ランナーとしても出走)    

(4)フレンドシップランナー（７人） 

田中 明日菜、川澄 奈穂美、がんばれゆうすけ、2019 仙台国際ハーフマラソン大会男女上位入賞

者、熊本城マラソン震災交流ランナー、第８回神戸マラソンおしゃれランナー賞グランプリ受賞者 

(5)国際交流推進ランナー（15人） 

(6)提携大会ゴールドコーストマラソン派遣選手（２人） 

(7)KOBE MARATHON HYOGO MAJORS 2019〔県内６大会上位入賞者〕（９人） 

(8)KOBE MARATHON HYOGO RISING SUN PROJECT 2019〔県内大学生〕（12人） 

 

７ イベント等の来場者数 

ＥＸＰＯ（11月 15日～16日）の来場者 ３万人 

沿道応援 61万人                   

集客イベント来場者(若松公園、ノエビアスタジアム神戸、市民広場３か所の計) 43,000人 

 

８ ボランティアの参加人数  

約 7,200人  

 

９ 救急搬送等の状況 

救急搬送       14件 

主催者車両搬送 14件 

ＡＥＤ使用      ０件 

 

10 その他、問い合わせ件数等について 

問い合わせ(交通規制など)   306件 

要望･苦情(交通規制、騒音など) 11件   合計 317件 

 

11 第 10回神戸マラソンの開催日程（予定）  

2020年 11月 15日(日)に第 10回記念大会として開催 

※国際陸上競技連盟（IAAF）シルバーラベル大会として申請                                                                        


